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記し，かっこでくくった（例：（④ - ＊ 13）は第 4 回報告の＊ 13 をあらわす）。また，










































































































































































































島民がその時 20 万足らずの人口でしたけど，10 万近く日本軍で増えまして，住まいが



















































































































































































































































　 　そして，そっから，ぐずぐず，ぐずぐず，問題がちょっと 1947 年度から。その，日
本に協力した派と，外国で独立［運動］やっておったその島民，若い人ら。日本にも帰っ
たりした人ら。いっせいに解放されたとして，済州島に帰ったんですよ。帰ったら人口


































































































































































































































































― ―それ，少年団の組織はつくられたのは，だいたいいつぐらい？　やっぱり 47 年ぐら
いからですか？
夫 ：47 年の暮れごろから，［僕は］高学年です。何で言うたら僕は，日本から来たという



































































































































































































































































































































































































































































































































































































――5 時？　夕方の 5 時？
































































































　1889 年，大阪南部に位置する住吉郡の今林村，桑津村など 4 村が合併し北百済村，同
じく鷹合，砂子など 4 村の合併で南百済村が誕生したが，1925 年に大阪市住吉区に編入
されたのを機に行政名としては消滅した。現在でも JR 百済駅（貨物），百済バス停留所，
南百済小学校，百済駅前交差点，隣接する生野区林寺の百済本通商店街などに名を残して





われるが，正確な数字は分からない。一方で 1945 年 3 月，大本営は「本土決戦」に向け
て，アメリカ軍攻撃の可能性が予想される済州島に 3 個師団 5 万人以上の将兵を派遣し，
済州島民が戦乱を避けるため，朝鮮半島本土に疎開するという状況もあった。解放後の済
州島への帰還者数は約 6 万人と見積もられており，公式統計上の済州島人口は，1944 年


























会経済問題として認識されるようになった。済州島では 1947 年 2 月 10 日，済州市内の中
高校生千数百名が参加して洋菓子を排撃する組織的デモが行われた。「朝鮮の植民地化は
洋菓子から防ごう」というスローガンが掲げられ，反米意識の強まりを見せている。済州
島全島の学生に波及した洋菓子反対運動が，1947 年 3・1 節示威運動と発砲事件に与えた
影響も指摘されている（『済民日報』四・三取材班〔文京洙・金重明訳〕『済州島四・三事




　「討伐隊」が 1948 年 10 月より着手した「焦土化作戦」では，海岸線から 5 キロメート
ル以上離れた中山間地域を「敵性地域」と見なして，徹底的に「掃討」する方針がとられた。
中山間地域の住民は海岸地域に強制疎開させ，残った者は「暴徒」と見なして殺害，家屋
も放火したため，このとき済州島では 10 数カ所の集落が完全に消失してしまった。
